
 

 

２０２０年７月１日 

国立大学法人 山梨大学 

２０２０年度事業計画：農林系省庁・研究機関誘致の経済効果計測 

 

【事業の概要】 

山梨の「農業・食」に着目した農林系省庁あるいは研究機関を誘致により，農業に対す

る優位性を持つ山梨において「山梨フードバレー」が構築できれば，農業の活性化およ

びそれを通じた自給率の向上による食の安定供給効果等が生じる．この山梨モデルが日

本全国の食を守る中心的役割を担うと期待できる．また，インバウンド資源としても活

用でき，リニア効果により大都市圏からの移動が期待できる． 

(1) 自給率の向上：輸入依存からの脱却により，安定的な食糧確保が可能となる．また，

わが国の安全保障の向上にもつながる． 

(2) 食の充実：農業生産増大により食が充実し，県民・国民の健康が増進される． 

(3) 農業の生産性向上：省庁・研究機関誘致により農業の生産性が向上し，高付加価値

農業，最先端農業が実現できる． 
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【役割分担】 

(1) アグリマインド 藤巻氏（代表取締役会長）の協力の下，農林系省庁・研究機関誘

致の経済効果に係る定性分析を進め，それらの誘致の重要性を整理する． 

(2) 省庁あるいは研究機関誘致および農業の生産性向上の経済効果が計測できる空間的

応用一般均衡（SCGE）モデルを開発する（山梨大学）． 

(3) SCGEモデルを用いた自給率の向上，食の充実，健康増進，農業生産性向上，産業連

関の各種効果を計測する． 

(5) 藤巻氏あるいは農業関係団体（山梨県庁農政部，食品産業，山梨経済同友会）と結

果の解釈を行い，今後の必要な政策を提言する． 


